平成27年度「黒岩知事との“対話の広場”地域版（湘南会場）」参加者意見一覧
“対話の広場”地域版（湘南会場）当日の参加者の方から以下のとおりご意見がありました。（要約版）
頂いたご意見は関係部署にお伝えしました。

高齢者を支える地域づくりについて
・「地域の力」の展開を、全ての福祉の分野で行ってほしい。（藤沢市・女性）
・未病よりも自立支援を支える地域ではないかと感じた。（川崎市・女性）
・介護はだれもがやって当たり前と意識できる地域をつくることが重要と考える。（不明）
・高齢者を地域で支えるのは分かったが、デメリットは？数字のエビデンスを知りたい。（横浜市・女性）
・高齢者が自然に集まるところがもっとほしい。（藤沢市・男性）
・加藤さんの施設に入れないような重症のお年寄りや、施設やサービスを自分から申し込めない人々に対する支援についてはどう考えているのか。（平塚市・女性）
・家族介護者がリフレッシュできる集いをやってほしい。（横浜市・女性）
・高齢者を介護の対象だけでとらえないでほしい。未病、健康まで含めた高齢者対策を考えないと高齢者の幸せはないと思う。（横浜市・男性）

介護保険について
・介護保険利用費を抑える方法と行政からの援助を是非考えてもらい、団地・マンション内で、子供、老人への多機能施設の増加を図る。（藤沢市・男性）
・介護保険の支援もあるが、自己負担もかなり大きくなる。経費面での支援を期待。（茅ヶ崎市・男性）
・介護保険・医療保険での負担者・受給者との問題では、偏らない仕組みが必要。課題はいかに予防する気持ちになれるかであり、教育、風土、意識の問題ではないかと思う。（横浜市・男性）
・核家族化により子が親を介護するのは困難になっているので、高齢者が最期まで自立して生きて行くことが必要。どんなに体に気を付けていても介護が必要になることもある。そこにどう取り組み、看取りをするのか。もう一度日本の介護保険の利用法の見直しをしていけるように啓蒙していく必要がある。（藤沢市・女性）
・介護インセンティブを検証する際には、事業所の取組みを評価する仕組と、市町村保険者が一定の報酬加算できる仕組みをつくるべき。（海老名市・性別不明）

介護人材の確保について
・介護を行う人が働き続けられる職場づくりが必要。県の支援があるとよい。（横浜市・女性）
・介護の仕事をしたくてもできない人たちが働ける地域をつくる事も、介護人材を増やす方法の一つだと思う。また、介護だけでなく保育士の賃金を上げる事で人材不足の解消につながり、子どもを預けられる方も増えるのではないか。（不明）
・今回、人材不足の問題が浮き彫りになったが、国が進めている取組が高齢者介護の人材確保の障害となっているケースに着目すると良いと感じた。（伊勢原市・男性）
・人材確保が困難な中、施設から在宅への流れは一歩でも着実に進めるべき。（海老名市・性別不明）

集会について
・今回事例発表したものをもっと広げてほしい。（茅ヶ崎市・男性）
・介護のボランティアを行ってきたが、自分自身でこのような機会をつくるのは大変なので、県の運動として取り上げると、より充実すると思う。（藤沢市・女性）

その他
・ダブルケア（育児と介護の同時進行）への対策はどうなっているのか。（横浜市・女性）
・小規模多機能型居宅介護という構想の中には外国籍県民も対象に入っているのか。（綾瀬市・女性）
・これからの世代（若者）が支えていくことになるので、貧困やひきこもり、学力不足、障害者についても対応すべき。（県内・女性）
・「未病を治す」「努力している人が損をしない」という基本の考えは重要だが、「生まれつきの病気/障害のある人」に不利益がない制度にして頂きたい。（藤沢市・女性）
・今回のテーマは、高齢者だけでなく障害児者にも全てあてはまるので、障害児者への展開も期待します。（藤沢市・女性）
・神奈川県に聴覚障害者専用のグループホームを立ち上げる活動しているが、なかなか進まない。どうしたら良いか。（海老名市・女性）

